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研究実績の概要:
1.研 究 の 目的 ・概 要
1)研 究目的
近年、生活習慣病患者は増加傾向にあり、地域ではそ







ることの語 りを解釈 し、食べることの意味を記述 した。
その結果、地域で暮 らすⅡ型糖尿病患者の自己管理行動
の実施 と継続については当事者の自己管理の支えとする
ために構築 された他者 との関わりが影響を及ぼ している
可能性が示唆された。
人 との関わ りについての概念の一つに、「social capi-
tal(以 下、SCと する)」がある。SCは 、個人の行動に
注目した社会学の分野で涵養 された概念であり(中 略)、
概ね 「信頼」「規範」「ネットワーク」 という3つ の要素






















2)研 究 方 法
文 献 検 討 を 進 め るに あ た り、 先 ず 、社 会学 分 野 を は じ
め と した 文献 の収 集 と検 討 を お こな った。 そ の結 果 、1
SCは 非 常 に大 きな 理 論 で あ り、 そ れ ぞ れ の 研 究 者 の視
点 に よ って解釈 が 異 な って発 展 して きて い る こ と、2パ ッ
トナ ムのSC測 定 の信 頼 性 が い まだ 明 確 と な って い な い
ま ま に保 健 分 野 に て起 用 され て い る こ と、3パ ッ トナ ム
の 分 析 枠 組 み を用 い た研 究 に よ つてSCと 健 康 との 間 に
相 関 が あ る こ と は明 らか とな って きて い る こ とか ら保 健
医療 分 野 で の有 用 性 が 期待 され るが、 相 関 関係 の方 向性
や詳 細 な変 数 に つ い て解 明 す る必 要 が あ る こ とが 明 らか
とな った。
以 上 の 結 果 を ふ ま え、 どの よ うなSC変 数 に よ り、 健
康 との 関連 が 明 らか とな って い るの か に つ い て、 保 健 医
療 分 野 に お け る文 献 検 索 と検 討 を行 った。 検 索 に つ い て
は 、 医 中 誌 、PubMedに お い てSCを キ ー ワ ー ドと し、
PubMedで は、 言 語 の 自動 読 み か え を避 け る た め、SC
のLimitをTitle/Abstractに 限 定 した 。 さ ら に、SC
と健 康 の 関連 性 に つ い て の有 効 な研 究論 文 を得 るた め、
医 中 誌 、PubMedと もにRCTに 限 定 した。 そ の結 果 、
医 中 誌 に お い て 抽 出 さ れ た文 献 は な か っ た 。PubMed
に お い て は、8件 が 抽 出 され た。 更 に、 健 康 とSCと の
AND検 索 を 実 施 した が 、 検 索 結 果0件 とな っ た た め、
上 記8件 の文 献 か ら、 本 研 究 の 目的 に有 効 で あ る と考 え
られ る文 献4件 を検 討 対 象 と した。
2.研 究 成 果
1)結 果
4件 の 文献 検 討 の 結 果 、RCTは 、SCの 対 象 者 を い く
つ か の 特 定 のneighborhood(近 隣 地 域)に 居 住 して い
る者 を対 象 に 限定 し、 そ の範 囲 に お い て サ ンプ リン グ さ
れ て い た。SCス ケ ー ル は、 パ ッ トナ ム の 分 析 枠 組 み を
基 礎 と した ス ケ ール で は な く、 「信 頼 」 「規 範 」 「ネ ッ ト
ワー ク」 と い うSCの 基 本 的 要 素 を 基 礎 と した もの で あ
る と考 え られ た 。 しか し、SCス ケ ー ル はそ れ ぞ れ の研
究 で 独 自に作 成 され て お り、 そ の 中 で精 度 が検 証 され て
い る もの の、SCの 基 本 的要 素 よ り も詳 細 な 共 通 要 素 は
見 出 せ な か った。
健 康 とSCの 関 連 性 に つ い て は、 貧 困 世 帯 に つ い て は
健 康 に影 響 す る因 子 と して のSCの 存 在 が 明 らか とな っ









地域)と その居住者 という構成のサンプ リングモデルに
よる実証研究が発展 しつつあると考えられる。地域看護
活動においては、住民 とその地域を視野にいれた現象に
関する研究が必要であると考えられ、サンプル数のみの
集積による分析では十分 とは言いがたい。そのため、前
述 したような環境要因を考慮 した研究デザインによる研
究が必要であると考えられる。
また、今回の結果か らは、貧困世帯におけるSCと 健
康 との関連が明らかになっていたことから、SC研 究は、
貧困世帯に対する支援の必要性 と評価のための研究にお
いて有効であると考えられた。
3.研 究成果の発表
1)学 会その他の学術雑誌への掲載
地域保健関連の学会への発表準備を進める予定である。
